
議
員
提
出
第
二
十
一
号
議
案

経
済
成
長
を
実
現
で
き
る
平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
編
成
を
求
め
る
意
見
書

日
本
経
済
は
、
経
済
対
策
の
効
果
や
対
外
経
済
環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
失
業
率
が
過
去
最
高
水
準
に
達
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
新
政

権
に
お
い
て
も
、
景
気
を
確
実
に
底
入
れ
・
反
転
さ
せ
る
た
め
、
景
気
対
策
を
最
優
先
課
題
と
す
べ
き
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

中
長
期
的
な
経
済
成
長
を
実
現
し
、
国
民
が
経
済
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

情
報
通
信
な
ど
の
分
野
の
国
際
競
争
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
経
済
成
長
の
芽
と
な
る
内

需
拡
大
の
基
盤
づ
く
り
に
重
点
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
未
来
へ
の
投
資
を
戦
略
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
経
済
の
安
定
成
長
を
実
現
す
る
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
平

成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
施
策
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

太
陽
光
発
電
の
普
及
拡
大
、
次
世
代
自
動
車
や
グ
リ
ー
ン
家
電
の
普
及
促
進
な
ど
、
環
境
に
優
し
い
経

済
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。

二

生
命
科
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
わ
が
国
の
革
新
的
研
究
や
技
術
開
発
を
戦

略
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

三

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住
民
の
安
心
・
安
全
、
地
域
の
振
興
や
新
産
業
の
育
成
な
ど
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日

大
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長
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大
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大
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